
本授業では，以下の検証を行うものである。

棒線や囲み，矢印や等号等の記号を活用して集団での思考を「見える化」する板書の工夫は，「思

考スキル」を身に付け，数学的な思考力・表現力を育成するための手立てとして有効であったか。

１ 題  材   １けたでわるわり算 

２ 目  標 
既習の（２位数）÷（１位数）の計算を基にして，（２，３位数）÷（１位数）の計算の意味や計

算の仕方を考えながら筆算の仕方を理解し，筆算や答えの確かめができるようにする。 
３ 題材の評価規準 

○ 除法の筆算に関心をもち，筆算の仕方を既習の計算を基にして意欲的に調べることを通して，
そのよさに気付いて進んで活用しようとしている。       【算数への関心・意欲・態度】 

○ 位やまとまりごとに分けて考えたり，既習の計算の仕方を基に考えたり，計算の手順を形式的
にまとめて考えたりして，筆算の仕方を考え，説明している。       【数学的な考え方】 

○ （２，３位数）÷（１位数）の筆算や答えの確かめができる。 【数量や図形についての技能】 
○ （２，３位数）÷（１位数）の筆算の仕組みや被除数・除数・商・余りの関係を理解している。 

           【数量や図形についての知識・理解】 

４ 題材について 

(1) 題材の価値 
これまでに子どもたちは，具体的な場面において，ある数量をいくつかに等分したときにでき

る一つ分の大きさや，ある数量がもう一方の数量の幾つ分かを求める活動を通して，除数と商が
１位数の除法の意味や計算の仕方について理解してきている。また，その中で，乗法九九を１回
用いて商を求める計算の技能を身に付けたり，単位となる大きさの幾つ分として考えようとする
単位の考えや乗法の学習と関連付けて考えるなど，既習を生かして考えようとする類推的な考え
方を高めたりしてきている。 

そこで，本題材では，わられる数を（２，３位数）まで拡げて，（２，３位数）÷（１位数）の
除法の意味や計算の仕方を考える活動を通して，既習の除数と商が１位数の除法の計算の仕方を
基に，そこから類推して筆算も含めて計算の仕方を考え出していくことができるようにする。具
体的には，具体物等を用いて実際に分けたり，そのことを絵や図，式などに表したりして，それ
らを単位の考えを基にして比較・関連付けながら考えることで，被乗数を位ごとに１０や１００
のまとまりとばらで捉えて考えるとよいことを理解したり，それを筆算と関連付けることにより，
筆算の意味や仕方を理解し，計算したりすることができるようにする。 

本題材で身に付けられた基礎的・基本的な知識及び技能は，除数が２位数の除法や，小数，分
数の乗法，除法の計算の仕方を考える際に活用する見方や考え方へと発展していくものである。 

(2) 子どもの実態と指導 

本学級の子どもたちは，除法を活用する問題への関心・意欲が高い子どもとそうでない子ども

の二極化が見られ，除法に関する基礎的・基本的な知識及び技能も概ね身に付けている子どもと，

そうでない子どもがいる。また，除法が基準量を求める場合と，比較量を求める場合があること

の理解も不十分である。乗法の逆算として理解し，乗法の考えを基にして類推的に考えようとし

ている子どももいるが，除法を式を用いた形式的な処理として捉えている傾向も見られ，まとま

りごとに考えようとする単位の考えを基にした見方については課題が見られる。 

そこで，本題材では，数の構成や十進位取り記数法の考えなどの単位の考えや，既習の乗法の

性質を基に類推的に考えながら除法の意味や筆算を含めた計算の仕方を考えることができるよう

にするために，被除数を位やまとまりごとに分解することのよさを味わったり，それを筆算形式

と関連付けて考えたりする過程を大切にしたい。 

具体的には，まず，乗法九九１回適用の（２位数）÷（１位数）の除法の意味や計算の仕方に
ついて考える活動を通して，余りの処理の仕方や筆算の仕方について考えることができるように
し，まとまりに着目して考えることができるようにする。 

次に，乗法九九２回適用の（２位数）÷（１位数）の意味や計算の仕方について，具体物等を
操作したり，絵や図，式などを用いたりしながら考える活動を通して，被除数を１０のまとまり
とばらで捉えて，位が大きい方から計算しながら筆算の意味や手順を理解できるようにする。 

さらに，乗法九九３回適用の（３位数）÷（１位数）について，それまでの学習を基に類推し
て考える活動を通して，除法の意味や計算の仕方をまとめて理解することができるようにする。 
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５ 指導計画 （総時数１２時間）             
小題材 間時 】  準 規 価 評 【 動 活 習 学 な 主

１ 除法の場面を式に表し，筆算の仕方や答えの確かめの仕方について話し合う。 
【知：除法の筆算の仕方や，答えの確かめの仕方を理解している。】 

１ 

２ （何十・何百）÷（１位数）の除法は，１０や１００を単位とすることで，
（１位数）÷（１位数）と同じように計算できることが分かる。 

【知：（何十・何百）÷（１位数）の計算の意味や計算の仕方を理解している。】 
３ 繰り下がりのない（２位数）÷（１位数）の計算の意味や計算の仕方を考える。
【考：既習の除法の計算の仕方を基にして，繰り下がりのない（２位数）÷（１位数）の計算の仕方を考えている。】 
４ 繰り下がりのある（２位数）÷（１位数）の計算の意味や計算の仕方と筆算とを関連付けて考える。
【考：既習の除法の計算の仕方を基にして，繰り下がりのある（２位数）÷（１位数）の計算の仕方を考えている。】 
５ 余りのある除法や商に０が立つ除法の筆算の仕方を考える。 

【技：（２位数）÷（１位数）の筆算の仕方を理解し，正確に計算することができる。】 

１ 
 
 

１ 
 

１ 
(本時)

１ 

６ （３位数）÷（１位数）の計算の仕方を考えたり，商が３位数になる場合の計算を考えたりする。 

【考：筆算の仕方を，除法の具体的場面と結び付けながら，筋道を立てて説明している。】

７ （３位数）÷（１位数）で商が２位数になる場合の計算をする。 

【知：（３位数）÷（１位数）＝（２位数）の筆算の仕方を理解している。】 

８ （３位数）÷（１位数）で商に空位がある場合の計算をする。 

【技：商に０が立つ筆算の効率的な処理の方法を理解し，計算できる。】 

１ 
 

１ 
 

１ 

９ 問題文や図から数量の関係をとらえ，図をかいて問題場面を式に表す。 

【考】言葉や図などを手がかりにして，乗法や除法の演算決定をしている。 

１ 

⒑ 乗法や除法の考えを活用して，問題を解決する。 

【考】既習事項を活用して，問題の解決の仕方を考えている。 

１ 

11 既習事項の理解を深め，練習問題をし，学習したことをまとめる。 
【技：題材を振り返り，分かったことをまとめて，練習問題を解くことができる。】 
12 既習事項を確かめ，練習問題をする。 
【技：題材を振り返り，練習問題を解くことができる。】 

１ 
 

１ 

 
６ 本  時（４／１２） 

繰り下がりのある（２位数）÷（１位数）の計算の意味や計算の仕方を考える活動を通して，
被除数を分けて考える計算の仕方と筆算の手順を対応させ，関連付けて考えることができる。

既習の除法の計算の仕方を基にして，繰り下がりのある（２位数）÷（１位数）の計算の仕方
と筆算の手順を関連付けて考えている。 【数学的な考え方】 

「つかむ」過程では，学習課題の構造を捉えて計算の意味を理解することができるようにする
ために，立式の根拠を問い，学習課題にある数や言葉と図や式を矢印や囲み線で関連付けて整理
できるようにする。また，位ごとに計算できない除法の計算の仕方についての問いを創出し，本
時の学習問題を焦点化できるようにするために，繰り下がりのない除法の学びを想起し，本時で
立てた式と比較するとともに，試行した計算の仕方の意味について問う。 

「見通す」過程では，解決の見通しをもつことができるようにするために，集団検討型の小集
団で，およその答えや解決方法を話し合うことができるようにする。 

「見つける」過程では，筆算の考えにつながるように被除数を分解することができるようにす
るために，具体物を使ったり，絵や図に表したりして操作や思考を「見える化」しながら解決を
試行することができるようにする。 

「磨き合う」過程では，具体物の操作や絵，図，式と筆算の考えを関連付け，乗法九九と結び
付けながら被除数を分けて考えると，既習の計算を活用できることに気付くことができるように
するために，棒線や囲み，矢印や等号等の記号を活用して集団での思考を板書上で「見える化」
する。 

「振り返る」過程では，既習の計算の考え方のつながりに気付いたり，学び方を理解したりす
ることができるようにするために，位ごとの単位を基にして考える数学的な考え方や活用した思
考スキルを視点にして感想を交流する。 

⑴　目　標

⑵　評価規準

⑶　指導に当たって
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焦点化する。

　位ごとに分けるとぴったりわること
ができないわり算は，どうすればよい
のだろうか。

　位ごとに分けるとぴったりわることが
できないわり算でも，位ごとに分けて考
えたり，新しいまとまりをつくって考え
たりすればよい。

7

5

33

⑷　本時の展開

と図や

　やそ

解決
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